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研究成果概要 

前年度に引き続きチベット実験とIceCube実験による南北両半球観測結果を解析した。

これらの実験による100TeV領域での観測結果は、ともに10TeV領域での結果と大きく異なる

ことが報告されている。IceCube実験は、観測された強度の赤経分布（1, 2次のハーモニック

成分データ）を赤緯ビンごとに報告しているので(Abbasi et al., ApJL, 746, 33, 2012)、チベッ

ト実験による同様のデータと併せて南北両半球解析を行った。まず10TeV領域のデータを解

析した結果、両半球で観測された赤緯分布が、1次異方性を起源とする南北対称なハーモニク

スと、2次異方性を起源とする南北反対称なハーモニクスの重ね合わせで再現できることが判

った。このことは2次異方性の軸（reference axis）が赤道面からズレており、局所銀河磁場の

方向に沿っていることを示唆している。この結果は、チベット実験による10TeV領域データの

解析結果と一致している。次に、100TeV領域についても同様の解析を試みたが、この領域で

の観測データには依然大きな統計誤差と系統誤差が伴っており、有意な結果を得るまでには

至っていない。 

また、2017 年 10 月にメキシコ・グアダラハラで開催された Cosmic Ray Anisotropy 

Workshopに参加し、SK及びチベット実験による観測結果について議論した。最近、MHD

シミュレーションによる太陽圏内で宇宙線粒子軌道を計算し、10TeV 領域での宇宙線異

方性が太陽圏による変調を強く受けている可能性が示唆されている（Zhang et al., J. of 

Physics conf. ser. 767 012027 2016）。これまでにも所謂「Tail-In異方性」がそのような変調

の結果として知られているが、そのほかにも観測される異方性の大規模構造にこうした

変調が見られることから、太陽圏外の 10TeV 領域の異方性は恒星間磁場に沿う単純な一

次異方性に近いものであることが報告されている。本研究では、我が国の Washimi 等に

よる MHD シミュレーション結果を用いて太陽圏による変調の効果を研究することを計

画している。 
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